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今どきの考古学一くまもと考古速報展一

の開催にあたって

熊本県内では、毎年数多くの発掘調査が行なわれてい

て、全国的にも同じような状況にあります。そしてその

多くは各種の開発に伴う緊急調査です。ところが新しい

発見や珍しい出土品の一部については、テレビや新聞紙

上で紹介されることもありますが、調査が終われば、出

土遺物など調査成果の大半は一般の人々の目に触れるこ

となく倉庫の奥深くに納められるのが現状です。

そこで当館では、このような調査成果と

共に、各遺跡から出土した貴重な遺物を、

一堂に集めご覧頂くことにより、郷土の文

化財をより身近に感じて頂き、地域を見つ

め直す機会となれば、との思いでこのよう

な展示会を企画いたしました。

今回の企画には一見華やかな発掘報道の陰

で、発掘調査を遂行してきた各自治体の文化

財担当者や、地道な発掘調査を根底で支えて

きた地元作業員の方々のそれぞれの想いも込

められています。

こうした機会を通して、文化財の保護に

一層のご理解を深めて頂ければ幸いです。

最後になりましたが、本企画展にご協力

を賜りました関係機関に心からお礼申しあ

げます。

1998年4月

熊本県立装飾古墳館

館長桑原憲彰
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、（凡例

1 4'c!\は、 ､|見成10年度前期企ill'i腱『今どきの考古学一くまもと巻ili速糀腱

－」に伴う腱,(lxl鍬である。

2腱,j〈公及び本『'；の細集は、装飾1Ii噛館の企画をもとに各遺跡i淵州11,'柵

に桃轆を依帆し、｢j暁関係を除く涛文については、細集段|勝で加繁I;｣.lliす

るなど統一させてlnいた。

3 /k!'l:に収録した迩跡は、41にのぼるが、腱示にあたっては弁調査iﾐ体の

'I;,|1'iもあり、36遺跡であった。

'I 4:sIll:に紹介した迩跡は、地域を超えて年代順に褐戦した。その際のll#代

Ⅸ分については、IIMi器時代、縄文時代、弥堆時代、lli噛時代、奈良．平

安時代、鎌倉･*lllj'時代、江戸時代の区分を使用したが、鎌倉ll#代以降'|1

llt～近11tにかけてのll#代呼称については、 ‐-部個々の遺跡のllf代ｲﾃ蛾を号

噸して、1脚北';ﾘ111#代、安I"EIII時代弊の名称も併せて仙川した‘

5 褐‘|世した'I"'4はすべて弁教育委典会搬影のものを借朋させて頭いた。

6 本,!#の細集・枝||ﾐは学典課野In拓治・長谷部善一が行なった。

一り八Ｕ

７ なお、本!'|:の装｣.は以|､~のとおりである。

印刷仕様

･ '|:1 ji!

11 激

糸ll 版

･印 llill

製 版

川 紙

M,ドリ

8()!（

7j:j0LM'F( 15級Iﾘ111ﾘlﾉ侭水）

オフセット印刷

スクリーン線2()O級で製版

衣紙(アートポストI/ii 200kg)

ｲ慮文(マツ|､コートl/ii l lOkg)

/,撫線綴じ

マットニスリIき

製 本

J41ililll l :
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|日石器時代～古墳時代

９

石
の
本
道
跡
（
熊
本
市
平
山
町
字
石
の
毒
番
地
ほ
か
）

い
し
の
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と

（
。

|日石器
‘; ベ f< 農

イiの本適跡は、舵麻illlの‐つ小l l i ll l束麓

の標間約105m～l()7mに位il｡､iし、小llllllか

ら延びる侃陵のIM!I斜IAiにI>地している。束

側にはI;!1鰊の外輪IIIJia1I1冊を ‐蝋でき、間に
、』 4G k

l'|川の淵折による段IMiが広がI)、ll lｲi器時

代から''1 '''二にかけて多くの人々が住んでいた

跡が兄つかった。本ｲド度の,淵ｲfで蚊も注l 1さ

れるのは、IIM器II＃代のﾉ吋舟痕跡が4つの〃1

(4つの異なる時代)から発兄されたことであ

る。この時期の遺物としては、ナイフ形ｲi器

やｲi器を作ったときに出来る剥片、イi器を件

る道典徹が川I:している。

この世跡は、、ド成6年鹿から発州II,淵奇をｲjs

なってきたが、この遺跡も含めこのﾊ'1jlJ -'||f

ば､'2成11年の｢くまもと未来IKI体｣の会場とな

るy定である。 (I"l l l静学・池lll川ﾉ|と）

一一一－～～、
〆

▲空から石の本遺跡全景
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▲|日石器遺物出土状況〈赤は石器､黄は炭の出た位置を示す｝▲旧石器遺物出土状況

▲局部磨製石斧出土>犬況f近景▲局部磨製石斧出土状況
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糸亀文時代中期～後期

小
浜
遺
跡
家
磨
郡
五
木
村
小
浜
）

こ
は
ま 小浜迩跡は、 /I木村と隣接するｲll良村との

村境近く、川辺川ﾉ,抑に位樅している。この

避跡は、川辺川の催食によって形成された低

刈峠段|誌の狭いテラス状の､脚l1地に1X地する

適跡|ﾉ1には、側貯'iltがありそのl'1辺は岐近

までこの地Ⅸの曜地として利川され、またl'1

救地|ﾉ1にはお茶ill解もあり行IIｷ代ごとに｜地

利川の変遷をたどることができる。

川1世物は、繩文11If代II!期から後期の土器

及びｲi器がiそで川1世物点数は約5.400点を

数える。IIMI器を兄ると、縄文時代il!期の
TJ舎 島 き ： ′ヤ ↑ 出

､if水式I淵、II11尚式la器がある。また、縄文
’,F ‘ .. ' 1 3

llf代後期の|櫛細､f式li器などl''l線文系の|器
L・ オ き L＃

守もあI)、11殻を使って文様を施したIli来式

I器も出I:している。

（柵原I#f)

糸電文

4

会
唾

登
理



縄文時代後期～晩期

苧
や
〃
肌

上
中
原
遺
跡
菊
池
鑿
暘
町
大
字
辛
川
）

か
み
な
か
ば
、
心

I経穴｛i州跡21lil:、雌外jJi跡2jif、ノj形状溝跡
目八 & ± 3．1 L

lﾉ1域fを検川した。世物は、晩期の侭l1髄式I
‐ と p‐ l X

器がIIⅢし、わずかであるがiﾉJIII式1冊．

､雁川式|淵、祭祀迩物と琴えられる｜仙など

が出｜:した。禰器は、｜リ盤ﾉ則イ｢器をはじめと
E 4宮 + 5 ,’ ．1 ．'を3 2． ↑

する打製ｲi器・磨製ｲi器・膳ｲi イi雛などが

出Iした。また、迩跡の東側に、l櫛北にのび

る近111長から近代まで使川されていたと思われ

る道路状迩榊も検出した。

（岡本リ〕人）

1,.'|1原遺跡は、菊陽lll｣.を流れる''1川の/,弾

台地rに所在し、熊本'ijのIIil体ii会場から束

に約2k111に位慨している。遺跡Ai1辺の標尚は

約95mlii後であり、ここから''1川にlhjかって

ゆるやかにドっている。i淵炎は、熊本未来1KI

体に伴うllll.道llllF小111線拡IIM~[!Iiに先,>iち、

菊陽llll.教青委ji会で実施した。‘淵介地区は以

liiのIIIil場柊術やjl:作によって火､|2が破壊され

ていたが、わずかに繩文時代の迩描が残され

ていた。縄文期(後期未から晩期)の世椛は、

糸亀文

遺跡調査風景し

鰯土偶出土状況P



縄文時ff後・晩期

鶴
羽
田
遺
跡
蕉
本
市
梶
尾
町
鶴
ノ
屋

つ
る
は
た

この遺跡は、平成8年lljjから平成9年4

月まで洲盃された遺跡である。熊本県住宅供

給公社の造成工事に先厳つ洲沓で約4,000ni

を調査した。

その結果、遺構としては多くの竪穴遺櫛が

確認され、そのうち19II叩貴は竪穴住居跡であっ

た。住居跡は何回か立勝えた跡があり、数llt

代住んでいたⅡi能性がある。li#期は--締に出

土した-1淵から孝えて、縄文時代晩期始め(今

から3,500年前)のものと考えられる。

出tした遺物としては、’二器や石器が多く

を占めるが、非常に特殊なものとしてI燗、
ぜき藍う す,､詞こう

石捧、注I I土器などがあった。土偶は3体出

士している。なかでも1号土偶は、残りがよ

く、頭が欠けているだけでほぼ全体の様子が

分かった。イi棒は石斧のような刃を持ち、頭

部には文様が掘り込んであった。注口土器は
とこふ

士臘から出|きしたもので、ほぼ全体が揃って

いた。これらのものは、当時の人々がお祭り

に使った道具と思われ、縄文時代後・晩期の

人々がこころの中で何かイメージしながら作

り出したものであろう。 （坂田和弘）

糸電文
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旧石器時代～江戸日寺代

ぬ
き
や
遺
跡
（
阿
蘇
郡
西
原
村
大
字
宮
山
字
多
々
良
）

また、IIi噸時代の住居跡(5･肚紀後､'2)が調

jfl><のIﾉⅧI隅から2粁検出できた。しかしな

がらI淵州えの隅での検川であり2軒の住届跡

とも光州することができなかった。

さらに、江ﾉ ilI寺代の後半期のものと奪えら

れるll'liI2m深さ2mほどの南北に伸びる水路

(j|:手)が確i漁できた。凹原村では江ﾉｰ『時代の

後半期に多くの新II1開発が行なわれており、

この水路状遺椛もそれらに伴うものと思われる。

（小谷椎太郎）

阿蘇外輪111の|櫛側の緩やかに側斜する標向

290m前後の台地I_に位樅しており、｜荊側約

200mに水lll川が流れている。

発掘洲在では、ローム)i!i'|!からll ifi器時代
．‘tくへえ

の剥片類が11J'lK、そのM4から純文時代早期
，↑』Lか'9 ：，九

である押型文土器が多く川｜:した。出土した
く′メカ.・ ＃』ん

押剛文士器は、111形文を縦ﾉjli'jにl''l'l砿施文し、
が％ 二 '‐

やや外反した「I縁部内Imにはlil形文のみを横

方向にInl'|賦施文させるという共通'性をもって

いる。このような特徴から抑ﾉ則文I器群の''1

でも比較的後､|判lのものと碁えられる。

弥生

q古埴時代の住居跡

蕊 艇熟

錘禽鐇驚.~段蕊 7&

製職篭N Ｏ
ｑ
ｐ

率

載・

q江戸時代水路状遥満



弥生貝寺代中期

く
わ
み
ず

神
水
遺
跡
【
Ⅱ
次
調
篁

本遺跡は、熊本､ド野に向かって突{')した台

地の先端部に位慨していて、過去に弥ﾉ|州代

II1～後期の畷穴住i,!跡鮮や艶柁群が出|:して

いる。

今IIIIの調査で出|こしたiﾐな遺構は弥ﾉ側I#代

II1期の尭楠墓群で、曝穴住}!#跡などfl§活跡は

兄つからず、主に蕊域として使川されたﾂ將間

のようであった。検出された斐柿蕊31雑で、

5つのグループからなり、それぞれ大形の難
I． Lさ 月，・上I‐\

柿(緬玖式)を中心に、照髪式などの!I!小形の

琵柏で構成されていた。さらに、それぞれの

尭柁群は櫛状遺構で|ﾉHまれ、塞域が区IIl'iされ

ていた。

琵械群内の主軸方位はほぼ|n1じ〃li'jであっ

たが、蚊位は・定ではなかったようである。

これらのうち、10蛙に人'|,l･が残っており、そ

の内訳は成人8体、小児2体であった。i淵査

時での所兄ではすべて女性であった。溝状遺

構からは赤い顔料で彩色した完形に近い'ilf形

k器が川Iした。その数は、一つの溝に対し

てlないし2個の割合で出l色している。

(fl11 =1;if)
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骨出土状況
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▼満で区画された甕棺蕊
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弥生日寺代中期

前
原
長
溝
遺
跡

ま
え
ば
る
な
が
み
ぞ

兇つかり、また祭埖と思われる岫k迩榊を確

,忍､弥ﾉkll#代II!期の艶ｲ1ci(人形艶‘小形艶･壺形

%)21ﾉI鴫を,淵杏し、弥ﾉ'三人'|.1･4体を検出した。

（維永浩一）

、'1世跡は、ノL州''1動II埴本線とl'1菊水料金

所の間に|付北に伸びた門状丘陵(諏,沸原台地

%(Ijq4()()m･|櫛北800m)の北端に位侭する。

発州l柵從では、条瀧を巡らせた''1然噛丘蕊が
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▲弥生時代の墳丘蟇

遺跡は､舌状丘陵上の小高い丘になって
おり条溝が墳丘を取り囲まいていた

q弥生人骨

21基出土した謹棺のなかで4体

の人骨が残っていた､後世の撹
乱を免れ保存状況が良かった命



弥生
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▲蕊棺／遺跡では大小の甕棺と壷棺が出土した
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人工変形頭蓋 ▲少

1体の女性人骨から頭や顔を
人為的に変形された頭蓋骨か
見つかった

由

／一 、
〆



旧石器時代～中世

五
丁
中
原
遺
跡
群
第
１
次
調
宣

ご
ち
ょ
う
な
か
ぱ
る

この迩跡は、金111f111から西へ延びた丘陵の

先端部に位慨している。調沓は、食IIII, IXIJ1

地｢フードパル｣の建設に伴うもので、’淵介lili

積が約35.000㎡に達する大規模なものであっ

た。

広火な,淵介Ⅸ内からは、ll lｲi器llf代から!|1

1Itまでの多樋多様な迩術・遺物が川|:してい
け』八~ロ『

る。特に注||されるのは弥生||#代後期の環濠

L､J,#.､,集落と1Will$代II1期のIIf噴群である。

環濠集落は、蝶に|ﾉWまれた範|ﾉHが少なくと

も40．000㎡を超す大規模なもので、I羅穴化

III;跡群、ルI榊拙建物3棟が検IIIされている。
ともえかたこ・了 、 二かfP ．&う』い･』 外 ご；i二、

巴形釧器、小剛防製鏡、釧雛がいずれも蝶穴

住居跡からIII I:している。 ‐〃、‐占戦群は4
2-1 +･､

11t紀水から511t紀代にかけてのもので、〃形
L‘3うとう 1

周溝蒐→火刑IIj噛→中小ﾉMITI墳への変遷がlﾘl
L8うとみ

らかとなった。3り職の)II1溝底から棚liり込ん

だ墓職からは壮年の女‘|k人'冊･が出Izしている
ひそ｡】 "

ことから、この女‘||ﾐと11i職の-iﾐである被葬稀

との関係が注l lされる。

その他の適椛・迩物としては旧ｲf器時代の
1.,抄句世.3 7，『,象

ｲi器、細文時代111期の集ｲi跡・力i穴跡、後期

の曝穴住Ii｝跡、弥ﾉlil1＄代!|』期の甕柿慕群、歴

史llf代の畷穴｛i州跡群、!|1 11tの掘立柱建物跡

群などが検出されている。

（山ドボ親･ <fl11 -WIW)
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▲空から見た五丁中原遺跡
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▲巴形銅器▲小型ｲｶ製鏡
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▲掘立柱建物▲環壕跡
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▲3号墳周満内墓曠▲3号墳
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弥生時代中期～後其月

う
め
の
き

梅
ノ
木
遣
跡

露 ，"J舟・ ｱ ．&‘$ ． 二 ニード 8

に難棺・揃械･ l畑堪が、また東側と西側に

は水棺蕊が検川されたが、とくに4〔側には50

雑以_l1の蕊が集'|!していた。
％ ’ 2 '稚‘ と邦 二 、 I‐ l‘L ・号r鼻

州1世物としては、イi包｣‐・砥ｲj ･石|Ⅲ
世&二｛ f､みL』･叩か上靴せ》 ．;． :_ 6 1>↓ ;Iか』？ ；負

ｲ聯をはじめ、イi§状片刃ｲi斧や快入Ⅱ･刃ｲi斧
J八 べ･;〕かんな

などの火陸系ｲi器、さらに鱸や紬などの鉄製
三－ 4‘食 か1 1、

lﾕ共や手鎌雛さらに鋤などの鉄製農共があ

る。このような鉄製IIII!の川l:数はほかの適跡
寺，；－1等斗 二 ‘

に比'陵して塒にM!&樹である。なかでも鋳造鉄
J『直l、よ 訓，ざ ‘ さ

斧をi'"IIKした鱸状鉄器は注l lされる。

（亀III学）

この遺跡は、「l川il!流域のｲi岸に位i獄し、

弥/|皇時代中期から後期にかけての集然跡と蕊

地であることが明らかになった。集落の範,ﾉN

は東西、南北ともおよそ10()mを超すものと

椛定され、1982年以降を度の,洲作により、I桜

穴住居跡が200粁以,食確認されたが、後lltに

失われたものを加えると3()()'lil:以I.あったと

考えられる。また、(i州の爪俊や住IIIIそのも

のの耐川年数から推定すると、 ･II#期20'lil堂前

後からなるムラが,牌まれていたらしい。

。〃、墓地では集落の北側と束側及び南側

弥生

（
菊
池
郡
菊
陽
町
津
久
礼
）

▲遺跡の－部を上から見た写真写真の上側から右側にかけて白川が蛇行して流れている距離にして70m程離れている

1
ノ

ノ



弥生

▲一辺が10mを超える竪穴住居跡の北半分作業場集会場や倉庫などに
使用されたと思われる二暖をとったり煮炊きをする炉は住居の中央付近にあ
るほか屋外に持つものも見受けられる

▲竪穴住居跡は一辺が4～5mの四角い形が一般的《柱は中心となる
4本の柱と補助的な2本の柱を持つ構造のものが多いようである
竪穴部の復元の高さは1mを超えている所もあった＝

r

●
｡

宙

等F一一 q

0

. ,
や◆
、

卜 ．

O
宇

到 、
鈎復←

L 。

戸品

P錘

▲木棺を埋葬した墓と推定され､木棺材や人骨のほとんどは腐食して無くなっ
ていたが足の骨の一部が残っていた

▲壷棺･甕棺は小形及び中形(40～80cm)であり.子供を葬るか遺体
が骨になってから壷棺･甕棺に再葬したかが想像される

■ユ

曲

●
▲出土した石の道具類左側が石製穂摘み具で稲の穂
首を刈る道具:右側は磨製の石雛(矢じり),、

▲出土した鉄の道具類c左の2つは鉄雛中央が鉋(木を削る道具i

右は板状鉄斧



弥生日寺代中期～中。近世

白
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宣

１
し
ゃ
心
ふ
じ

本遺跡は、、川により形成された自然堤防

|えに立地する過跡である。現在は平坦な地形

であるが、弥ﾉ|そ時代においては『I然流路に州

まれた微間地が点在していたと考えられてい
オ的＃,L r

る。これまでに弥堆時代の艶柿蕊・住肘跡、
‐．；『〕君．1 0亡

I1蛾時代の周溝墓などが検川されている。

今lnlの洲介は熊本巾のⅨlllli終珊に伴うもの

で、II!近lltのJ|:ﾉ_j .士擴満のほか、弥生1l#

代III期の蕊地・集落、後期の集落などが検出

された。川上遺物として、弥唯ll#代では弥生

土器石器・艶柿などが、'l!近lltにおいて陶

磁器・木製ハル･ {i製品・動物遺体が大量に出
せL‘ と｡う 当

kした。特に注l1される遺物として、青銅器
L‘ オた と,斗悪二

鋳型と銅矛があげられる。青銅器鋳型は縦77

cm、横8.3cm、厚さ24cm､ ,fi材はｲj英一長石

斑岩で、熊本県で初めての出上である。青銅

武器の切先部分にあたり、その裏1Hiには湯口

らしき彫り込みが見られる。

銅矛は現ｲfjg41cm･全体を復ﾉCしても10

Cmに満たないような超小型品である。これら

釧矛と鋳型の出'三は、熊本平野における肯銅

器生産の可能性を,fl唆するものと巻えられるc

（林1.l1和人）

弥生

（
熊
本
市
島
町
）

Ⅳ区21号
塘出土銅矛

▲発掘調査風景

3
ﾛ

一一一－－～ Ⅳ区P 130出土鋳型
▲表面：切先 ▲裏面：湯口か？
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時

魁郵

▲蕊棺出土状況甕棺は3～4基で1群をなし､大型棺と中型棺で構成される ▲Ⅲ区39号土曠(土擴墓)±堀墓は多様な埋葬姿勢をとっている

卦Ⅳ区20号土壌

土擴の中央に穿孔した甕を倒置する
蕊の下にはピｯﾄがあるが中から遺物は
出±しなかった：粟の脇から人骨片が
出土しており特異な埋葬方法といえる
いかなる理由によるのか全く不明である‘

／－、
▲Ⅱ区5号井戸井戸側に曲物を使用し3段重ねてあった▲Ⅱ区27号土擴出土馬牛･馬などの動物遺体が6体検出された

／

／

I

、



糸電文日寺代～中世

方
保
田
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跡
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国
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迩

か
と
う
だ
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し
ば
る

弥ﾉ側|#代後期からTIMII#代lii期にかけての

集落迩跡である。11"1148<|ﾐの,淵径で》'1時県|く
ぎ#｣えオ』写 二 ・1 3

初の巴形銅器を川Iしたところから過跡の砿

要‘|′|§が確I認された。昭和56年宅地開発の危機

に瀕したが、IKI指定史跡として避跡の‐部を

保ｲfすることができた。 (IIMI160{｢2)1191 I

指定）

遺跡は、菊池川右岸の標II'534mの河岸段丘

'--に位|趾し、適跡の1脚側は菊池川、ljVと北は
望g L8 ，

〃保l11川に挟まれた門状台地をなしている。

i淵舟では、細文時代からili代、!|!lltの遺術や

迩物も発兄されているが、 k体は先に述べた

弥ﾉ|ﾐ時代後期から,'ijl'illI代lii期である。
分』L・‘g‘1 、

迩物としてはi’湖i1器が数多くllⅢしており、
』了評単．1 2 ＃・そ．宮･）I部、き』･可

巴形fl!1器1点、舳戦鏡2点、小j削防製鏡4点、
告 一 ↓

釧雛6,IIJ:を数える。リ,↓ドで雌も多くの多くの

i'fl'1器が川kする遺跡として川｜されるが、

迩跡の倫容は未だIﾘlらかにされていない。

('|!村、勝史郎）

弓jF生
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鹿
市
大
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方
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田
字
東
原
）

▲遺跡全景

川に挟まれた台地全体に遺跡が広がるものと推定されている

q平成7年度調査全景〈出土文

化財管理センター建設予定地）

舌状台地の基部を断ち切るよ
JJJp争

うに大満(左側)が確認された

ー

▲平成8年度調査出土の内行花文鏡直径7.8cm
鋳上がりが悪く､文様がきわめて不鮮明である

▲平成9年度調査地出土の重囲文鏡直径81cm
ロ･錦 f，『

紐には紐が残っており読上がりｶよい



縄文時代早期～平窃時代

ヲ
ス
ギ
遺
跡

' ﾏ ・丁』卜、

/>-l'ilの洲介の結果、繩文時代111･期の集ｲ1世

術を検出し、弥生ll#代後期には集落の縁辺郁
と 三 ’ 2

だったことが確認された。平安時代のl蝋堆、

水柿墓も数堆ありその1'1の・鵬から県内初出
クニ l_ と , F， 含』良舟き '､

tの黒色'二器托状椀などの|淵撤、下斧、火
f 動1J

打鉄、金鋼製IY,が出｜きした。出1通物は10III:

紀末頃のもので、いずれも宗教色が強く、、'1

時としては希少な,断級IWIであり、地域の右ﾉJ

荷の持ち物であったと考えられる。螺ノ本遺

跡や後代の邪fVJPIII台寺地域などとの関係が

注|'され、、ド安時代初めから｢l'lltにかけて朧、
△ご心丸1

滴水 'lifが非常に禿腱していた様子を虹間見

ることができる。 （中原！枠彦）

弥生
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ヲ
ス
ギ
）

▲多くの遺物が出土した5区1号木棺墓(南から）
長さ21m､幅08m､深さ0.5m‐
頭位は北向きである

▲遺跡全景(南から)画面左方向が弥生時代後期の集落億

〆

隠謹蕊

〃

笛ﾐｰｰｰｰｰ
▲ナゾの金銅製品

▲木棺墓出士十器合子状の小皿がある

／
I

I
I



古墳時代前期

水
源
地
遺
跡
軍
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調
堂

す
い
げ
ん
ち

一周溝墓の主体部から柱穴を確認／周溝墓の
<トj蝿邑 f＃〉 か八

主体部に割抜式木棺を使用一
え j ‐‐

"I,棚を|臨む台地絲辺に腱IMするA1櫛蝋Iド

である。約1,900㎡のI淵査I又において4 11t紀水

から51阯紀前､ドのﾊ'i満巣群8雄・I蛎蕊lﾉ,§

liﾘll#"1の住勝跡l !lil:を検出した。ル'i溝蕊は、

方形が11｢く、｜リ形へと移行している。伽IIM
J‐，え抄 公一

は、周溝墓群『'1にiii独で存ｲ|きしており、妓形
墓窓、。 ＆とうHサん

器台ほか供献上器が多く{|Ⅲしている。〃'塊
そるぞ隻’ さ #､ 1，

の築造や葬送儀礼に関わる施,没と巻えられる。

（捷濃I I雅朗）

弓jF生

（
熊
本
市
水
源
地
引
）

１

▲追葬時に小形ｲｶ製鏡(素文鏡)､刀子を副葬している

▲円形周満墓主体部掘り込みの四隅に杭状の柱を立て
た痕跡が確認された｢塙頂部の空間を区画したもので

あろう"柱は死霊が天へ昇るための道筋を示すための

ものであったり､死霊の帰る依代として機能したとする

考えがあるそれとは別に墳頂部に簡易な建物があ
ったと考えることもできる

主体部埋土中からは築造時に右棺上面の高さを
揃える蝉に調整を行なった際の石屑､調整具に使
用した敲石が出土している

抄

円形周溝墓の主体部に割抜式木棺を用いる

舟形を呈し両端に突起の痕跡を認める木質
部は腐植している

一一一一
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弥生時代末～平審時代初頭

柳
町
遺
跡
宝
名
市
河
喧

や
な
ぎ
ま
ち

つ

－菊池川隣接の｢津｣(大拠点集落)か一

｜端平野''1央の標尚6mの低i!II弛に位慨す

る。朧1道バイパス建設にともない､ド成6年度

からの4次にわたる洲仔で、弥'lillf代水から

I I蛾時代lii期にかけてのI羅穴住l,'}跡91lil員、 11:
\･人と、

ﾉi跡10基、蝋蝶1条、棚li!洲挫物2棟、l><lllli

溝3条、水1l1跡1期ｲ;ll､11分などが確認され、
‘1 3 ･手

1,300点にも及ぶ多様な木製"Iや破鏡、 I製棋

jif,li'!などがI1IIした。

また、奈良l1#代水から､|え安時代初蚊時期で

は撒梁1:法の人咽土蝋lノI鴫、くり抜きとせい

ろ組を併川したﾉI祠跡l膿、人ﾉ側昨泉l膿、

lllli州i他物腓などが検出されている。これら
4.人勃,

の遺構は'l.『衙と隣接した集落域であった可能

‘||ﾐが強い。

塒兼される川士遺物として占噛時代初頭の
§》‘ 1ﾄﾐ‘だん=1

2髄の木製知1I1があり、地域性を持つ1号鯉

II1の附屈搾状fW具からは｢111｣の文'『鷺が確認さ

れた。それは小徒の椿材に周りからは兇えな

い簡所にl 'j':づつ独立した5字柑､11分の文

'j'2であり、いずれもｲｲ機系の染料でIIfかれて

いた。1 1本における文'i:受容の初期の状況を

,Kす蛍液な盗料でもある。 （尚谷ド1l生）

古墳

- 画"

～

▲調査地の遠景玉名平野中央部に国道バイパス建設が予定されて
おり､遺跡は菊池川の後背地に立地する

▲各調査区の様子微高地上には集落が位置し周辺には多くの流路か
見られる‘，

一

▲鳥形木製品と平鍬2調査Ⅱ区の流路からは破棄された木製農具など ▲4号井戸跡(調査Ⅳ区)この井戸からは篇通しや建築材が出土した
が多量に出土した

ノ
32
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▲1号木製短甲の出土の様子{調査I区
この2号井戸跡は出土した土器から4世紀初頭の時期と推定される

古墳

▲1号木製短甲と附属棒状留具表側

表面には皮綴じのための小孔列が縦方向に9列見られ留具は背中中
央部~上下材の問に留められる

‐－‐ 『-...- ＝一一-- -･･1I-

－二 一一一一一二.-－－ 一一 1－

▲棒状留具‘裏側i長さ7.8cm幅11cm最大厚0.9cm

▲棒状留具の文字左端の文字を｢田｣と読めほかに判読できない4文字相当がある

、

▲大型土塁内出土の古代の遺物左より櫛､刀子､袴帯､硯

▲16号井戸(調査Ⅶ区径80cmのくり抜いた楠木を本体としクヌギ
材のせいろ組井戸枠も併せて使用されてた ▲大型土塁土塁の沈下を防ぐため､幾層にもわたり小木などが敷き詰め

られて､'た 、
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古墳日寺代前期

上
松
山
遺
跡

か
み
ま
つ
や
ま

宇土半島堆部の束側、lii期111埴に属する前

‘ﾉj後IIj脳が立地する斥陵の北側に広がる標尚

約10mに位置する。1997年存と秋の2次にわ

たる宅地IM発に伴う調査で、411t紀後､'2のil7
ミ･う;＋ ､ らu山,>=’？ ｢r

噴時代前期の方形周溝蕊6蛙を'it 1:半島堆部

で初めて確認した。

〃形間櫛菓は、大きいもので、辺約23m、

ll11112～4m、雌も深いところで1.5mのﾙ'1満を

巡らすが、 ノj、小さいものは‐辺約15mの

ものまで確認されている。
せ．か人

主体部には石柿を間きその石梢の密閉に使

ﾉIIした''1色粘|:や、柿に雄られた赤色顔料が

残っていた。1!W溝からは、 I古師器の髄・艶・

尚杯ながど多数Ⅲlきした。4号〃形間溝蕊の
吐きL』;かん8》こ･1

脚溝からは、赤色顔料を入れた土HIIj器のボと

認が{|川している。また、3世紀の後､fのも

のと思われる竪穴式住),il跡4棟も確認されて

いる。

今II'lの洲盃絲果は、芋IL半島来部の古噛II#

代研究において、、'1時の社会的地位に応じた

jil!弊方法を即解するうえで砿要なものといえ

よう。 （木ド洋介）

古墳 一

１

（
宇
土
市
松
山
町
河
番
ほ
か
）

２

▲空から見た上松山遺跡(第1次調査）

▲2次調査空中写真(上部宅地分は1次調査区）



古墳

▲4号周満蟇(中央の主体部石棺は抜き取られていたビ ）



古墳日寺代後期

物
見
櫓
古
墳
（
八
代
書
北
町
大
字
野
津
字
下
北
屍
）

も
の
み
や
ぐ
、
心

物兄辮,'ijriが秘する野津lli噛群は、全腱64

mから99mの前方後l'lim/l膿からなる6111:紀前

､|fから'|1頃のII峨群で､標i断約100mの脈陵k

に位i趾する。その''1で§'111｢噛はIILiに突き出た

)割拠上に位慨し、余長約64m･ ,的さ約7mで、

'l ,Iif'l1鮫も小規模なIIf戦である。

III I遺物は、耳飾のほか、彼忠器･ l川器

・鉄製IY1･ |§類などがあるがいずれも脈位|ドi
叶fL ・皇殉 ；;

を保ったものではなく、淡遊部の叩土1'1から

H川したものである。耳飾りの形状は全線を

|｣I形にした｣-|~環と、金の粒を取り付けた''1窄
才 』 ,“二 も塁↑

の服飾を:Inの兵）'li蛾でつないだもので、腱

さ6.2cIn ･砿さ約159の金製である。金製恥飾

付刈.飾は'lﾘl鮮判;；系の装身典のひとつであり、

物兄榊占噛出'二のものはそれらに良く撤似し

ている。 （今1I1泊代）

古墳

石室は､南東に開口するし
複室の横穴式石室

今

ダ

金銅製垂飾付
耳飾り

▲空から見た､物見櫓古墳(右側が後円部

36



弥生8寺代後期～平麥時代
む
か
い
ば
る
に
し

迎
原
西
遺
跡
（
下
益
城
讓
南
町
大
字
沈
目
・
下
宮
地
）

,洲弛物跡lﾉILなどが検川された。
曙･堂 二

特嬢すべき迩構としては髄付きの曝穴1i州

跡で、ll化した|器の観察の結果、5阯紀前

､ドのもので、’'1碗の遺擶としては、県内雌III

のものであることがlﾘjらかになった。出｜世
. I 、 , 三 島

物としては、弥ﾉ|ミ '2器･MIli器・弧忠器のほ
％ 1 ミーif 」 ･1 ．‘凡かに や;J小人を 二・‘さ↓ 三 ・ 」オ5J

か、イi包｣~・摘鎌･ fu卿釧・鉄斧などの利器、
L』 'せ、和．． ［ ＊ .，

検川例の少ない焼成粘l塊(土器作りのための

粘I塊が焼けたもの)などがある。

(1,'il ll純-)

遺跡は沈1 l ド桝地地区に所在する大規棋

な集落跡で、標I1｡i28～30mの丘陵IのIM1Ifl

liliに位i職している。推定Ihi積は36.00()㎡に及
ら ↓錨･きき･毎 『；

ぶ。戦後まもなく小林久雄氏によって,淵杏さ

れ、弥ﾉli後期及びlli戦時代II ' ･後期の|器等
力ら 少冒 1

が出土している。特に免IIIJtl器が多数出I:

したことから、イリ|:究荷のIIIjで注l lされた迩跡

である。、|え成6年には、宅地造成に伴う洲ｲf

(約3.0()()㎡）が行われ、弥ﾉlillf代後期、 ,'ijl'i
. ず卜jぞ

||＃代II!後期の竪穴化1,i;跡52JIL，平安II#代のMII

古墳

▲空から見た迎原西遺跡

▲県内最古の竈付の住居跡の検出状況

琴

〆一~－－－‐

▲県内最古の寵

P

37



古墳時代後期

亦
柑
子
滴
塚
古
墳
（
菊
池
市
木
柑
子
５
番
地
）

63 1－』・〉せ､｡〃

このili域は、リIWlilil場糊lli!I蝋に｛､い熊本

県文化課によりi淵介が行なわれた。lli戦のA'1
毛う ，I2RLん

満|ﾉ1より4体のｲi人が川上したが、発掘i淵介

によってこのように4体もイi人がまとまって

出土するのは全|'il的にも初めての例である。

周撒内からは弧忠器や馬具なども出I:してい

て、これらの迩物からこのll城の築造年代は

6111:紀後､卜の頃と樅定されている。

lli墳の噛丘部分は、畜舎が雌てられていた

ため、IIi戦の全容をiﾘjらかにすることは出来

なかったが、｝iil溝の部分的な洲介にも係わら

ず、この1II哨が前方後Iﾘ戦であったIIj.能性が

強まった。これまで、いわゆるイi人イi馬の

文化は511t紀代をil'心に樵行するものと定説

化されていたが、今1II1のi淵杏例のように6111:

紀後､ドの段階に歪っても、占噛に獅人を樹立

する料俗が残されていたという@j;実は、この

地域の-IWi文化の在りﾉﾉを考えるうえで、械

めて注IjすべきI洲介成果であったと考えられ

る。 (I11-森政次）

古墳

▲石人1出士状況(北より）

／



古墳

▲石人･2巫子▲石人･1 貴人

P詮J▲

▲石人･4仮面をかぶった伎人か？

▲石人･3裸婦

／

／

、



古墳時代中期

小
塚
古
墳

こ
づ
か 小塚lli蝋は道路終術に伴い､|え成8ｲ|〔胆2jl

211から､|え成9ｲli3)1 181 1にかけてﾉ<水l111."

育委j!会によって発棚1i!淵介が笈施された。

frlllfl l l系のl l l ､ifみから連なる脈陵iにあI)、

その北側に絲塚l1l.埴が隣接しているため、 I 1I

くから前〃後|!1埴あるいは絲塚lli域の陀家と

考えられてきた。

しかし、今l'ilの,淵介で小隊IWiに伴うA1M

を検川することができたため（'ﾉjfj'") 1 -.側の

''1線で,Jくした溝は不Iﾘl) 、lil'j,Ii戦はいずれも

独ifした,'iji'iであることがlﾘlらかになった。

小塚III.埴のA1術|ﾉ1からは、 ′1 111:紀水から5111:

紀初蝋のjﾘ脈と,I&!われる懐合l l"',l'liのみが川

liし、その外側の術からは襖合I I"!'li ・ I!j"

埴輪が混ｲfして出Iしていることから、噛丘

に地'陥列が樹､Xされた、性llの姿が窺えるよ

うである。 （!|'川裕1）

古墳
（
玉
名
郡
天
水
町
大
字
部
田
見
）

ｰ〆一一 一一一一
〆

▲小塚古垳‘写真左手は経塚古墳

40



古墳時代後期

つ
つ
じ
ヶ
丘
横
穴
墓
群
（
熊
本
市
黒
髪
７
‐
５
７
７
）

一前庭部を共有する複数の横穴墓群一

’'1川'|!流域ｲi岸、、XIIIIII*I荊施斜liliに､X地

する6111:紀後､卜から7 111:紀後､|2の椎穴蕊群。

,澗袖､価は5.670nf･ハI1辺には、発兄絲緯から

瑞称が災なるものの、本来は・辿のものと港

えられる械穴蝋腓が、さらにそのl,11辺には、

小III燗が点ｲliしている。現在、保ｲf幣術をlil

提としたI淵ｲfを断続的に↑jなっている。
凸1 ｩ ，

本横穴堪群は、良人なlji庭部をつくI)、そ

のﾙ剛iに複数の蕊案を穿つという4絶'4な形態

を持つ。これは、、従地環境が緩倣斜地である

ことに加え、狭い場)ﾘrに効率的に造堪をｲ｣:な
二J、 ･息､

った結果とみられ、l'111＃に被弗折|H1の結びつ

きをぶすものと考えられる。また、樅棚llを受

けていないことから、jll!罪行為･*lii祭jiuな

ど､11時の非送儀礼を復1%〔するうえで格好の盗

料を提供している。塊ｲ|までに18"'19ﾉ,Lが縦

,認されている．

（た渡I I雅朗）

運

古墳
御

〆ー

癖I垂塞

工曼

痔

灘 雲饒墾
己

劃

－

～

舜醒.詞
…

。
．
Ｑ
ロ
も
。

I

一一

／
ｰ

ｂ

〃

4最終閉塞時に祭祀を
行なっている

＃

（
、



古墳日寺代後期

荻
迫
横
穴
墓
群

お
ぎ
さ
こ 横穴蝋肺は、1V合志町の北部でil'ﾘ水1I1J.との

二・1 1‐ 粥1，

llll境に位脱している。合志川のﾉI非に位慨す

る洪積台地の北側j帥iに築かれ、lﾉ町側の台地
ゐk・’ 。'か′今‘

Iえには黒松古城群や塚I 1機穴墓群などが知ら

れている。

今1111の,淵杏では、 6]!鴫の枇穴蕊がI淵介され、

蕊宗の拙造はドーム形のﾉ<)|:で床1liが､|瓠!な
1－ 1 と

ものと家形の天jl息で．の字形蛇床をもつ祁

弧のものが認められた。蕊室内には、 ’二砂が

IIJIく埖積し、人''1．は残存していなかったが、
,§・・ぞうげん きんかん

刑非品として金環やガラス小li、｜製丸l《、
粥｡ 姓ミ ャ,÷、 ,F

淵ｲi製丸Kそれに鉄雛、聯などの'!!j典が川’

し、前庭祁からは蕊lii祭'iuに便〃lされたとみ
士号｡’ 三↑

られる｜Ⅲj器や弧忠器のﾉ〈ﾉ削斐、航、魁、提
、 令弗 『 ］ ’さ

瓶、高杯、杯など|:器が多l,tに出|:した。

横穴蕊の築造IWfill#期は、lⅢ:避物から6

11t紀の後､|噸と考えられ、 7 11t紀の!l1頃まで
卜,芽可

幾度かにわたって迫弗や堪前祭祀がおこなわ

れたようである。 (illi1 1 1 イi榊）

古墳

４

（
菊
池
郡
西
合
志
町
大
字
合
生
字
萩
迫
加
）

２

▲副葬品の鉄雛と刀子黒漆を塗った竹製と考えられる矢柄も残っていた

●｡

｡ ⑭ 糎

鋤 ⑥

｡ ◎

睦、⑨ ⑭

@ O p 。。

▲副葬品の金環と様々な玉類銅地に金ﾒｯｷを施した耳飾り､それに
ガラスや土滑石などで作られた玉類などの装飾品も出土した

、

▲空から見た横穴群台地の崖面に造られており､今回の調査で6基確認されたⅧ

１
１
ｊ
Ｊ
ｊ

〆

〆

／ Ⅲ

／

／、



古墳

▲前庭部の遺物出土状況墓入口付近からは､副葬品と考えられるたく
さんの鉄製品が散乱した状態で出土しましたおそらく､追葬時に邪魔
になったものを外に出したものと考えられる

▲横穴墓入口の閉塞石安山岩の板石で蟇への入口を塞いでいたの

が判明した

前庭部の遺物出土状況し

墓入口付近で前庭部と呼ばれる
ところからは、墓前祭で使われ

た土師器や須恵器のいろいろな

形の土器がたくさん出土した、

－

F”
－

房一
1

l;認
』一F一

も……
り ■

認h

1 J

一

一

侭

｝
ｆ
ｊ

r-1d

I
曹

唾つ

圭

一

－里

間 19

＆

～、

▲横穴墓から出土したいろいろな土器墓前祭で使われた土器で､杯や高杯惠壷などたくさん出土した死者に食物やお酒をお供えしたりするのに
使ったものと考えられる‐

１
蝿

、



古墳時代後期

瀬
戸
口

吐
と
ぐ
も

、ド成8ｲ|呈度,淵州><は、これまで確,認されて

きた横穴蜘脈のなかで雌l綱&に位慨し、13X

を確I認した。樋穴蕊の残存状態は、玄窄の，|ミ

分＃ll渡まで破壊されていたものがほとんどで

あった。
三 ・* 、 1 ． 』 I 』 」三 2

川'1世物は、鉄雛・〃f聯の鉄器、勾|《 ・
ノニノ f A

":Kガラス製小I《聯の装身典、馬典などが

ある。伽酬#群の｜淵粒は、ほとんど残され

ていなかった。

横穴典の|肥|胱は、｜･jf3段にI1Miffされてい

るように兄えるが、築造､'制から企l'l'i'|'I;のあ

るlWd縦を‘職縦して築かれたものではないよう

である。ノ<ﾉ|部の形態や|ﾉ1部椛造等からもff"

の枇穴蕊にIIMIﾉ嵯がI認められるが、おおよそ

6111身紀|ﾉjに収まるようである。
〕％ ‐ 1 .ffL ↑ '

なお、迫弗の狼跡や、lli罪に伴う玄窄人l l

の拡ll'l!僻は樅,漁できなかった。

（||ﾊ足俊文）

穴
墓
群

古墳

（
菊
池
郡
七
城
町
大
字
瀬
戸
ロ
）

鴬議蕊蕊識
ー

坊購1

癖塞急誇之§毒錨毒皐

▲瀬戸ロ横穴墓群全景

、



古墳日孝代後期

い
ち
の
た
に

一
ノ
谷
横
穴
墓
群
（
熊
本
市
濤
町
６
番
地
ほ
か
）

き『 1K：‘

)j(llll.台地東側の標,鯛0～35mの雄IAiに開l l

している横穴堪群である。

、|え成8年度にマンション雌1没に伴う発WIIII1M

代を行なったi'i果、 711t紀代の横穴蝋が104

）j聾確認された。ほとんどが防空壕などによっ

て壊されており、未IM1 Iで残っていたのは3

膿だけであった。

なお、IIMI140年代にも6j,§の横穴悪がされ
X､T ↓ . ｺ -

ているが、いずれも戦時中の防空壕として使

川され、詳しいことは分かっていない。

*|)MI I樅穴堪3雄のうちl堆からは3体の

人'|,}・が兄つかり、|!Ⅲ州II1として弧忠器の大尭、
｢．‘･ , ､畠 .* . 二 fpJ f と-；↑ ｡ ､： 4 ,階

11職脈、魁、｝1･蛾りの台付良頸'‘耐、H.環、メ

ノウ|豆などがIII I:した。特に、j11"!',伽は、外

1mに鉄釉と兄られるM燗色と緑色との球点状

の文様が兄られる。これまで、この樋の|:器

(陶器)のl1Ⅲ例はほとんど雌<今後lll l'|を|ﾘl

らかにする必要がある。

また、‘洲在した樅穴典のなかで46り横穴裳
’4r， ‐1，

は、前庭部奥の大きなWiを樅<という塒異

な榊造で、｝〃iのliiには)1踊りのl淵やt雌が
、L ．i

供献された状態でIIⅢした。 （稲津’腸洋）

古墳

▲空から見た一ノ谷横穴墓群

鍔鑿
炉

篝
窒琴烹塑密潅入曇

2．，

蟻
1

ゲ

螺〃

鍵鐘鰯霧鍵
▲46号横穴墓検出状況

海里型

▲無頸壷出土状況 一一一
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《
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、
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古墳日寺代終末

椿
原
古
墳

つ
ば
は
心 ＝璽震怖原古噛は'j･:|2,|鴨ji郷の|jⅧIlf陵l僻|Ⅲ、

標IIM3mに位i儲している。1995年から96年

の3次にわたるI淵ｲfはIj･: ITli数行委興会の依

願を受けた熊本人'7k考1Iが研究宗が災施した。
:4 ，， .§.′･‘ ．i･人児 JL 4i､

腓原7iijri19×18mの〃噴で、噛丘にﾘｲi

を巡らし、 iﾐ休部はIWiljV刷りにⅢl lする横穴

式ｲ,堵をもちには阿蘇ピンクイi(阿蘇溶結凝
：ilぬきIナ人＃ f’

灰淵)の釧抜玄l1'1を川いている。
ql八 L･ J1 世人皇．

錠道祁に線刻による装飾を持つ装飾l1i埴で

ある。出」世物は、周術内から多くの郷齪器

が川上しているがその1'1でも尚杯が非常に多

くIHtしていることが州｜される。

また、その築造年代は出|:した須忠器から

7 11t紀前､'2に比定される。このように終水期

に楓する刀墳は、熊本ﾘ,4内では初めての発兄

であり、ノし州においても数例しか発兄されて

いない。また、栫原占峨が存ｲIﾐする'i: I:，トﾉﾙ

雅祁は、11ijifl1＃代lii期及び後期において前〃

後I1I埴が集II｣している地域であり、この地域

に〃埴が築造されたことはこの地方の1I1墳文

化を知るうえで蔽要な盗料といえる。

（水ド洋介）

傍-1

1

■

序
内
』
。灘

甜

Dq

古墳 （
宇
土
市
椿
原
町
字
金
嶽
剛
番
地
ほ
か
）

閲

蕊
罰

鱗鍵鯛灘鰯
▲空から見た椿原古墳

”捌騨
■

『

褐
用
Ⅷ

"1X鶏、

灘
必
奪
乃

両

▼椿原古墳垂直写真

▲出土遺物 ▲誉II抜玄門

1
1
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奈良日寺代
毒
・
〃
、
坐
り
卜
）
ト
生
垂
つ

鞠
智
城
跡
鹿
本
郡
菊
鹿
町
大
字
米
原
・
菊
池
市
大
字
木
野
）

柳糾'城跡の今年度の,淵介は鰯19次になI)、

これまでの,淵査により新しいことが少しずつ

､ﾘってきた。標,l｡il4()mlii後の米瓜の台地IL

には、建物跡が集まっており、現ｲ|までに、
3

66棟の雌物跡が確認された。これらは、ルII
‘ ； .9 も '

,跡i他物跡(紫Mliりの穴に柱を'>iてる進物)と
号 ‘,』§'- 言』J #

礎ｲ他物跡( lt台の{jのkに純を'7:てる雌物）

とに火きく分けることができる。が典の|･部

に池跡が兄えるが、池跡は!'ﾘl鮮､IWの11i代lll

城では確認されていたがl1il内では初めての発

兄であった。 （州iミ 欣、郎）

『
、

陰
」
一
ワ
ｒ
ｌ
ｌ
Ｌ
Ｉ
ｌ
ｉ
ｌ
Ⅱ
１
１
、
１
１

紬
加
川
〃
Ⅲ
柵
乢
晦
酢
８

奈良平野

’

■
▲池跡より出土した木簡で､これは税として納められ米に付けられた荷札
と思われる表面に｢秦人忍I I(米?)五斗｣と塁で書かれ､古代山城で
の木簡の出士は国内初であった

一 一一

一一一一＝
一一

！￥

諺黍誉言澤
舎.一生 ～宝含
一 函一

一一彦、一 可

露
吋奉

L

▲牢から見た鞠智城跡

／



奈良平野

▲軒丸瓦(軒の先端に葺く丸瓦)の瓦当(文様のある部分)で､文様は子
葉の無い花弁8葉を表現している"丸瓦と瓦当とは別々に作ってあり後
で接合してある半円の丸瓦と瓦当とを接合する特殊な接合方法であ
った

雲一 :蕊箪綴議雫議
嚢織摩一 ､

＝慰

一

蕊 塁“一・も茅 一一

ー

鍔

瞳

篭
灘

胸
餓 霧藻蕊蕊蕊

軍

巫

兵

窪
量

五6

灘蕊潔

▲池跡から見つかった建築材で､細くて束ねてあるものは壁の下地等に利用したものと思われる(径約5cm､長さ約2m)大きくて長いものは桁材と考え
られ(径約20～30cm､長さ約4m) ､仕口(木と木と結合するための加工)が1本にあるこれら建築材がこれほど保存状態が良く残っていたのは池の

水に現代まで浸っていたからと考えられる

／

I



奈良･平窃時代

国
分
寺
跡
軍
８
次
調
堂

こ
ぐ
ぶ
ん
じ

さたん

一肥後国分寺跡の建物基壇一
L営みむ ふ_ろとJ I)

天平13年(741年)に聖武犬lilの詔により、行

IKIにIK1分寺･ IIﾐ1分尼寺が建立された。現ｲ|ﾐま

でに数次にわたる洲杏が行なわれていて、故
よ ’型』ど典罫あき

松本雅明氏（元熊本大学潴洋教授）により伽
f4人:骨L, 弁，

"i!冊侭も推定されているが、いまだその全奔

は不|ﾘlである。

ノ>､l'ilの調州XのljⅧIは、垪跡と推定されて

いる地点であるが、洲杏lX東側で建物のjIL恥
g ざ芦－1

と琴えられる棚li込地業が確認された。地柴は

k部がかなり削､ドされているが、恭壇の北ljq

コーナー約40㎡が検出された。その購造はl

から5cmの厚さの、砂と淵li l2との混合土で、

交ﾉ[に敷き詰めたりしながらl1から18枚以|を

積み屯ね｢版築｣されていた。

IIM163年に熊本巾教育委典会が行なった來

側隣接地の調介でも、｜可様の地業が検出され

ていて、その際はき時期の地業が検出されて

いる。混人物の入り方などにより創建期とllj

建期のものと|><別できたが、今1111検出された

地業も、I可一のものと考えられる。それと合

わせると東西の是さ約18m、南北約15m以I_

を測りかなり大きな建物のjIL埴であったこと

が窺え、圃分､\の伽熊にil'(接紡びつくような、

非常に．敢要な建物跡(塒･4X'ilt ･ if'職など)で

はないかと考えられる。こうしたI淵企結果は、

肥後脚分､\の伽藍配般を考えるうえで電要な

成果を得ることができた｡ (赤jI!雄 )

奈良平野

９

（
熊
本
市
出
水
１
丁
目
刊
）

２

▲地業を平面で検出した状況(左側の黒い部分が地業の残り）

篝

’
圧雷ご究毛

＝ ー

達蘆遼:…司 L 戸 一両一一b■ｰ＝＝可

▲出土した国分寺創建時に使われていた軒丸･軒平瓦▲地業版築層断面(±の梢み重ねが良く分かる）



奈良平安

▲国分寺跡伽藍推定範囲



平麥日寺代

池
辺
寺
跡
（
熊
本
市
池
上
町
西
平
山
）

ち
へ
ん
じ

その碑文に池辺､\の1I1来が伝えられている。

''1塚C地|えの寺院跡はその碑文のlﾉ1容と合致

するものであるが、池辺寺の長い歴史の中の

ひとこまにすぎない。

現在、ILi塚C地区の保ｲf･幣術とともに、

池辺寺の変遷過ｲ1I1の解|ﾘjや欺観の復原につい

ても電典課題として取り組んでいる。

("111龍ﾉ'1）

この遺跡は熊本'liの11V部、池'2町'feIILi,IzIII

を!|!心に所在する､ド安時代初頭のlll岳寺院跡

である。昭利61年度から椛偲訓介が行なわれ、

陸I史跡に桁定されたlr塚C地Ⅸには、雅埖建

物6棟とその背後に100ﾉI唯のfi塔鮮が幣然と

配|ドtされている。イi塔群・建物群からは9 11t

紀後､'2～末の'二器が多く出こしており、廃棄

の時期を>jくすものと思われる｡近年は､ ),'1l)W

から他の適職群も発兄されていて、確認I淵沓
刃･象と..首 上司

が統けられている。近接する1111+!に、「金f琳」

と呼ばれる建武4年(1337)銘のｲi塔があり、

奈良平寄

▲遺跡の現況〈百塚C地区）建物跡はシートで覆っている

▲基塘建物群と石塔群(上空から撮影

〆自奇酉

鷺

職

／一、 鰯M

▲本堂建物背後の満満は凝灰岩製で､その脇には玉砂利が敷かれている▲基嬉建物群2棟の建物は肖11られている



奈良平場

▲石塔一辺24mの方形に積まれている

乏宇一ニー

臺蕊

▲金子塔

<出土した鬼瓦

（平安時代初頭

▲灯明皿を大量に投棄した土堀(9世紀後半）



平審時代･江戸時代初頭

う
そ
の
谷
遺
跡
（
八
代
市
奈
良
木
町
）

かわらがま すみやきがま

－近世の瓦窯と古代の炭焼窯一

八代市の南東の1II麓部に位侭する。今回の

調査で、2雌の瓦窯と3基の横I 1付炭窯を確

認した。瓦窯は、近肚と近代のものがl無ず
オL人推･1

つで、そのうち1号窯は瓦窯には珍しい述房
しき ‘》If・I〕がま

式の登窯で、復原すると余長13m･勾IWd20度
J‘』煮るか『心 山さ砂f′か1喝

を測る。この窯で焼いた軒丸瓦や軒平凡の文
＃ 上うり1人 ‘p如く』く

様はﾉL曜文のみで、表ll lhiに釉薬が施されて

いる。また、年代測定の結果は17枇紀前半に
ヨそか！』た篭おき

あたることから、この窯の築造は細川忠興(三

斎)の八代人城に関連するものと見られる。2号

窯は平地式の窯で、燃焼部と焼成部が対にな
だる 煮がf

っている形から、通称｢達磨窯」とll乎ばれてい

る。出Iした瓦は、「l瑚田製｣の刻印があった

が、地元とのつながりは今のところ不明であ
むき･し要し：う

る･市内では近世初期の麦島城に関わる達磨

窯も出土しており、これらは瓦生産について

重要な盗料となっている。

3雄の炭窯は製鉄に必要な木炭を焼成する

ものであり、九州においては22例目、県ドで

は初の出I:である。長さ11～12m、斜面を利

ノガして6～9度の勾配がつけてある。年代測

定と出土遺物から7～8-llt紀頃に作られた窯
せLで．』

である。炭窯の近くに製鉄遺跡があるのが

般的であり、今後この遺跡の周辺で製鉄力iな

どの遺榊が発見される可能性が火きい。

奈良平窃

(吉永 iﾘI)

▲うその谷1号窯跡全体は3室からなる登窯で1室は8段の階段状になっている。3室のうち上下の2室が壊されている

▲1号瓦窯出土軒丸瓦
細川家の家紋である九曜文がついている

▲1号瓦窯出土軒平瓦
表面に灰の釉薬をかけて焼いてある
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奈良平窃

縄
趣

”

ン

〃

毎
紳

剣うその谷2号瓦窯

瓦窯に一般的な平地式の｢錐
Pユ

窯｣である≦

うその谷3号炭窯し
斜面を利用した半

地下式の炭窯で

横口を持つ



平喪時代

皮
籠
田
Ａ
窯
跡
（
薑
市
平
山
字
皮
籠
畠
）

か
わ
ご
だ

２２ ７

本道跡は宅地造成に伴い、平成7ｲ|:3)l l

l言Iから8ノ130I}まで荒ldilj教育委典公が洲杏
よう』E ･1

を実施した。本｢li地域における窯業のﾉ|蝿活

動はlli代から'l1世初蚊にかけて摘発にｲjわれ、

県ドでも雌大の窯跡群(荒尾窯跡群)が形成さ

れている。
丘勺たい 謎･’たｼ

荒』も窯跡群はl小僻支群 2袴撤支鮮に人

別される。皮龍IIIA窯跡は袴嶽支鮮に含まれ、

蕪本体は緩斜1mに築かれ谷川側に灰原が残っ

ていた。

窯は全促8.0m、焼成部岐大床ll'l,1175cm、焼

成部側斜角37.である。灰原から多IItの弧恵器

片がl1趾した。彼忠器の器樋は雛(火刑、小剛)、
ノーか￥，冬

倣、杯、，萄杯、 lllIなどのI I常雑器である。

窯111:の年代は荒)も窯跡群が雄盛期を迎える

811t紀の第3～41ﾉLI半期と推定する。

（勢lll臓行）
奈良平窃

ざ霧曹
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錘

蕊
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翌
一ー

▲遺跡の今景 ▲窯全体景
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奈良･平窃B寺代

く
ま
も
と
だ
い
が
く
こ
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な
い

く
る
か
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ま
心

熊
本
大
学
構
内
遺
跡
（
黒
髪
町
遣
錘

な,淵杏によって、窟衙の1'1心的施設が発兇さ

れるII｣.能性がある。

さらに、9704地点ではll"1132年に発兄され
』.§‘ L‘ ．;･るぺJ l－雪祐ヅサか人 ↓』 ．I 〈 き

た坪)1:i'睦敷鎚柿堪世跡に連なる弧玖式琵桁
ノ,ル･荘1．ぶ

とj,I,駿式上器で織成される弥ﾉ|ﾐ時代1'1期後’'2

の琵柏墓群(約15基)が発兄され、付近一帯に

lil時代の集落の存在が想定される。

また、白川下流/!弾にある熊本火学|ｸを学部．
；ん廷彦苅

附憾嫡院内(,M泄跡)でもIIi代道路や｢杉本寺」

銘のへラ書き土器などを含む溝にlﾊ｛まれた掘

伽i他物や竪穴伽i'MII:、また渡鹿グラウンド
↑ 為

(渡鹿遺跡)でも古代のl羅穴｛i;l,iIMや道路遺構

などが検出されており、IIi代における託麻郡

の様ｲ11が序々に明らかにされつつある。

（小側|｜弘LL)

熊本平野北lノリ部にそびえる立}HIII(151.6m)
I ゞ･ 「》 『↓

のI削り部、｜'|川右側に展開する河岸段丘_l.(12

~25m)に位慨する。1995年より実施された枇内

再開発に伴う発掘I淵介によって、繩文時代後期

～近世に最る複合遺跡であることが､ﾘ|ﾘIした。

遺跡の'|'心をなすのは、II｢代8～9 11t紀噸

の過構群で、I誤穴住III;跡や掘立林建物跡、そ

れをⅨl'l'iする蝋xi ･南北に〃位をとるⅨl'l'iif

などが発兄されている。本学構内は、飽託郡
＝ も 、‐旦

家の式部一族のli測跡や古代駅制の｢蚕養駅」

のｲif定地である。船農村とは異なる規格1'|;

の強い進物群や、ここから出Iをした｢蝿｣銘の

へラ,lf l淵や｢戯|｣銘の土製印(逆印)などの出
＄んナ‘

tは、‐桁に'1'＃衙的施設及び識'『州の)!'HMl

が存在していたことを窺わせており、将来的

奈良平嘉

１
１

（
熊
本
市
黒
髪
２
丁
目
９
．
０
内
）

３
４

蛭二J

守軍F ’ 3，瀞,

“

！

、
1

灘
,邑

一 ■

▲同地点で検出された霊棺墓割れた鉢蓋を他の謹棺の破片で覆い粘
土で目張りをしている『

▲9704調査地点(黒髪町遺跡)の調査区全景近世に角部分を破壊さ
れているが､東西南北に方形の区画満がのびている

F

f

學
＝

ご

冠

喝
凸延

～

▲同地点の｢杉本寺｣銘へラ書き土器出土状況道路満を掘り返した幅
1m深さ2mあまりの溝から多量の須恵器･土師器に混じって『杉本寺」
「佛｣などと書かれたへラ書き･墨書土器が20点あまり出土した

〆

▲9601調査地点(本庄遺跡)検出の道路遺構幅2mあまりの2本の満
で挟まれた道路が南北方向に延びていた

1



鎌倉時代～江戸時代

勝
福
寺
古
塔
碑
群
凛
指
定
史
通

し
よ
う
ふ
く
じ
こ
と
う
ひ

I‐》LL ↓ト ー'〕 A，

一大規模な敷石遺構群一

勝柵､\-,吋辮碑群は、球膳郡

深1l1村の北東、勝柵､f本'11t跡

に向かって/I§側のlll!|1に位脱
営！ .‘L:守 J1 1 3．

する。勝柵寺は、平測際の勝
之,+ 身』. !.,

提を'ljうため建W:したとの伝

承がある。II『塔碑の時期とし

ては、紀斜年により鎌倉時代

からi1:ﾉillf代にかけて製作さ

れており、その瞳規棋とも県

内では岐大であり、II!I胱堪を

ｲﾘ|:究するうえで貰頂な遺跡と

されている。

奈良平野

▲勝福寺跡航空写真

（
球
磨
郡
深
田
村
荒
茂
）

－

)、

▲敷石の分布

i淵介は、、|を成7年皮に雑木の伐採と既存ｲ『

塔の現況洲杏を実施し、発掘洲俺は平成8年

度からl'i11'iifili鵬礫でとして､ j1l!没する庇輪
L ‐〕 L‘ .'・ ツ と､LL

聯のほか板碑や敬ｲiの分4j1洲介を実施した。

これまでの洲盃で、多htのﾉI:輪孵をはじめ、
&品 呉・1 t ･〕 ユー1 ，J人

(i< ･ 11'燃撤のｲ;n輪、笠や供|秋川の士勵|j器が出
1 2 ．‘

1ﾆした。また、イi塔のjl県礎となる敬石を検出

したが、その広がりは堪伶域を穫うほどに大

規棋であり、幾ilt代にわたって築かれされ砿

なりあうものも見られた。特に判ll｣.から戦l1i1

11*代にかけてピークを迎え、加『時代には、
f, 牙A f。 L‐弓

1111弥陀'iltを『|!心として/[!陥黙や板碑を．の'『：

にliWtしていたことがわかった。 一部は復原・

幣備を行なっている。発揃lh淵俺は、表土を除
〃'か

よした段階にあり、今後塚や敷石の地下遺描

を,淵介する予定である。 （北川賢次郎）

～

一

、
"〆

▲衷石遣桶状況写真

I

）
／

蕊
零
薄
←

’

蕊騨

『‘爾寺..'･卓.:馨皇
」･凸 ①

－宅エW

蕊霊望
･鑑．･

ザ勾

争■q

も⑭ 4 Ｊ串顎喰毅●’．舜菟唾

唾念遥｣届



糸亀文時代～平寮日寺代

塔
ノ
本
遺
跡
鹿
本
郡
植
木
町
大
字
驫
字
塔
ノ
杢

と
う
の
も
と

この遺跡はかつて、弥生時代の噛蕊の‐つ
Lせき 1

である支ｲi裳が、洲杏されたことで知られて

いる。菊池川下流に沸く．木の葉川の支流に面
－2 ↓皇も書4

する台地kに位置し、隣接して｢戦跡 lll原坂」

に通じる道が束内に遡る。この進はI櫛北には
え人 ､ 鼻

しる延蒋式'I2｛道に関係する伝路と,すわれてお

り、また小111川も多く、本遺跡付近は水陸交辿

の一拠点だったと思われる。今IIIM久保遺跡、
k と き 会J1-唯,

ヲスギ瞳跡やi師器焼成|珊が検出されたIH

r･l l l迩跡などとの関係が深い過跡である。
、呈

洲杏では縄文時代避物のほか､ド安時代の掘
'三 三砥 ’三 ．41唖8，と 筐 も鼎 ，農 lLタ､呂勾

_伽i挫物跡や|蛎墓を検州した。水性は、縁

部などを失っていたものの、優提な瓜形のll'i

部は光形で緑青褐色の釉が美しい。91阯紀末

頃のものであろう。この時期の水性としては

｢14EIRI内でも5指に入る催IW!である。出土状

況や時期が特定できる点は極めて埴要であり、
ベ・食もと 、人

1I1本郡分､7:の謎を解く鍵になるかも知れない。

(II'原幹彦）

奈良平窃

▲青磁水注(中国越州窯)残存高21cm

言

▲水性出土状況水柱が垂直に出土した状況がよくわかる

し
水
性
が
出
土
し
た
３
区
１
号
土
壌
墓
（
南
か
ら
）

長
さ
２
．
２
，
幅
０
．
８
ｍ
深
さ
０
６
，
頭
位
は
北
向
き
で

底
部
に
は
多
く
の
木
炭
が
認
め
ら
れ
た

一－一

一一一一一~､
”

▲遺跡全景(北から)谷向こうは今古閑久保遺跡,奥に見えるのは金峰山三
ノ岳=調査区左端が3区。 ／



平審時代

二
本
木
遣
跡
群
案
岨
次
調
宣

に
ば
ん
ぎ

1J 』､J、－1 、きぎ％ 皇

一律令的祭祀に伴う遺物出土一
．. #l＞

’'1川lく流域ｲi岸の緩踊状地に位侭する。i淵

flil陥約110㎡の狭い,淵在区の北側において、

ほぼ束Iﾉﾘに走る溝跡群が確認された。水性唯

械を刈くしており、ここから多くの遺物が出土

している。8111紀後､ドから911紀前､ドのl:器
，ご句』；･1

揃をii体とし、鋼鏡・賜物形の止器把手・越
．．”に.〕 サ昭世L ↑〃 l･ . f 6･； ＃p＝ ‐ご ･I 弓

州窯系I!j磁水注(把手片）馬の顎'|チ・釧樺な

どがみられる．これらは、恐らく律令的祭'iu

行為に伴い溝に破棄されたものと考えられる。

（美挫1 1雅剛）

奈良平窃

▲銅鏡…素文鏡。直径4.4cm厚さ約1mmo

県内初の出土例であるu祭祀行為の際

木などに掛け、祭場の表示・浄化とい

った機能を果たしたのではないかと考

えられている

８

（
熊
本
市
田
崎
本
町
訓
）

４

卦土馬胴体部分の破片現存長58cm･県内
において幾つかの出土例が知られているが、

本資料のように満跡から出土したものは初例
である祭祀行為の際、最終的に壊し溝に
流したものと考えられる両

q陽物形の土器把手･現存長約8cm｡古代の甕

甑に通常みられる把手部分が男根を模した形態
1T

を呈する資料である．煤が付着しているが形態

からみて日常品とは考えづらい『

一一~、
、
、
１
１
１
１
ノ

、
、
‐
１
１
１

／
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弥生日寺代中期

今
古
閑
・
久
保
遺
跡
（
鹿
本
郡
植
木
町
大
字
墨
字
今
古
閑
）

い
ま
こ
が
く
ぼ

この世跡は、塔ノイ蔦遺跡と谷を|箱てた|荊側

に位侭する今l'｣|の調査の契機となった1礫に

係る・連の遺跡である。洲沓の結果、弥生時

代'+!期の住)1I}跡が密集して検出され、束〃約
と・1砥､三

200mで昭和32年に川kしたfl'1矛4本との関
た尾盈－1』ミオ；J

係が注'1された。南接の滴水尖遺跡の成果等

と併せて、付近桁が弥ﾉk時代1l･{期には大集

落を形成していたことが次第に判|ﾘ]してきた〈

洲在Ⅸ1l1央の大規摸な肌1}状迩術からは、全
お･1 ．3】劫か ￥い;＆；J

1I：lで70例ほどしかない!l'l珊嘩代の黄釉褐彩貼
:ﾅ：'ん せ‘ し

付文水注片や青磁片、軽禰製ミニチュア製IW1、
上’1 J 人

釧椀川･が出土している。この大堀は数l''lの掘

り11I1:しがあり、完全に埋まってしまった跡は

畑として利川されていた｡ (II!脈幹彦）

鎌倉,宣町
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蝋
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零
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鞠
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守
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塁
ー

一

ー

､蕊も一一
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鹿
北
や
ユ

璽藁、
、

~季

《

令

』
一
一
』
二
一

句

」

…
盆ー

▲調査区全景(南から)水性片などは画面左奥の調査区から出土･右奥の建物付近が塔ﾉ本遺跡

一

曄

▲黄柚褐彩貼付文水注片(中国長沙銅官窯)右図の矢印の部分にあたる‐一一一一 ▲参考図
／ 、



q銅椀片つまみの部分か

鎌倉室町

●部室
青磁片(割花文碗､蓮華文碗）し

▲軽石製ミニチュア製品と未完成品(中央の笠形は高さ3.5cm)ほかにも工具痕のある軽石や使用痕のあるもの､原石、
肖l1り屑などが多量に出土している‘

、

／

／
､

鯛 ’

／
ノ

、§や…･忽乞／
一F一



縄文時代～平寄時代
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よ
し
ぶ
ぱ
る

この世跡は、ノL州rl動『li道杣木インターチ
●‘ 協べ‘ 上

エンジ横の､ドjf111から北に｛'liびる台地の先端
一 ，! オ＃

にあり、合志川支流の伽ll川にimする。純文

IIf代から'|1 lll:にかけての襖合造跡で、特に奈

｣;LII＄代の伽I'}跡が密集していた。台地'|!央が

火きく削､|Zされており、ほかにも多数の住li'}

跡がｲf在した11j.能性が商い。1打の略ノ本遺跡

などとは災なる、l l1本郡成}湖i夜の般村藩

の姿をここに兄ることができる。

（''1腺枠彦）

蔚倉･室町

へラ書｢馬人｣人の名前だろうがし

▼遺跡全景上空から東方菊池方面を望む

銅

､

マ
ー
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縄文時代早期～中世

は
い
づ
か

灰
塚
遺
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球
磨
郡
深
田
村
字
灰
塚
）

▲縄文時代の集石

灰塚世跡は、｜地改良'j蝋のl:I"に先'7Xち

i淵沓がｲj曇なわれた。遺跡は、リ,Ⅶ部の人IIm

地の'|!央に位|鰍し、’ﾉﾘに球瞬川が流れている［

この遺跡からは、様々なli#代の世物が川k

したが、なかでも')1後一iIIMjのものがIIⅢし

まている。 つは縄文ll$代1l1期(約10.()()()fli

～8,0()0ｲド前)で、人々の/|耕した跡である集
4卜R ， ニ

イiやI城、、1111$使川されていた多峨のI:器や
I 』P

耳帷(=｣ｲ‘飾り)聯も兄つかり、特に南九州特ｲ『

のFli'll l l式土器が川｜きしており、雌近洲|され

ている'櫛ﾉL州の細文文化との関係が想定される。

もう ・つ伽|される時代はIIi代からI I!lll:(1()

~1311t;d)である。東西lOOmlfi北160mの純

|〃|に、火此1の#榊荊他物跡や堪城が数多く確

認され、多くの|:|111i器．輪人磁器などが川｜を
#・ 卦

した。さらに、鉄製IY,を作るll#に出る卿台津

や、水納蕊・進物に使った釘、鈴の。祁分群

が出liし、豪族の館跡としてのlf碓が災付け

られた。 （隈部秀織）

鎌倉･室町
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渉
色

安
、

劃匁 ，唖

' '"
〃 F

、悪職、 〃

唖睡

▲12世紀の墓
▼灰塚遺跡の全景の堀立柱建物がいくつも建つ

…
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旧石弓器日寺代～近世

西
原
遺
跡
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字
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厘

に
し
ば
る

せきひ

また石匙と呼ばれる携帯用のナイフも出土し、

大きいものは縦6.5cm横75cnlを測った。
L‘”3k

縄文時代の西陳遺跡は出土した遺物や住居
拘上

跡がなかったことから、主に狩猟の場であっ

たと考えられる。

平安時代の遺榊としては土職蕊と呼ばれる

素掘りの慕が発見された。その大きさは縦2.7

か4，ベがオン

西原遺跡は川辺川右岸のシラス台地に立地

している。ここからは、旧ｲi器･縄文･弥ﾉk･

古墳・平安江ﾉiの各時代に使われた道具が

出土し、長期間にわたって人々が生活してい

たことが分かった。

縄文時代の遺物としては、j畠に狩猟に使う

,U器類が川上しその中でもｲ縦が鮫も多かった。

鎌倉･室町

心
蝿

亀
鰡

Ａ
Ａ

Ａ
臭

食
農

Ａ
Ａ

▲
ぬ
▲
〔
心典切函…ヶ

適

量A紬
▲“幾
AA鎧典

いろいろな矢じり･石さじい

▼空から見た西原遺跡

鰯繭
－雪

餌

唖睡
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妙



m、横1mを測り平面形は隅丸の長方形をな

していた。

I蛎墓からは、土師器丸底の鉢形土器が出

土している。土器の外面には黒いすすが付い

ており、煮沸きされていたことが窺え、また

内面は表面がはげ落ちていてよく使い込まれ

ていたようである。

この士器と形状が類似したものは、鹿児島

県で発見されていて、この事から埋葬された

人と鹿児島県地域との間になんらかの交流が

あったと考えられる。

なお、墓中に人骨や棺などの痕跡は残され

ていなかったが、即葬方法については他地域

の類例から体を伸ばして木製の楠に葬られた

と推定される。 （出合宏光・中村恵子）

歸倉･室町

した椀

▼墓の想像図(棺は省略）
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室田丁日寺代(南北朝期）

祇
園
遺
跡
（
阿
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郡
白
水
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大
字
一
関
字
祇
易
ほ
か
）

ざ
お
ん 祇|束|迩跡は、『If奨鏡｣などに記述された｢I櫛

二 ｢ .三% ' 九 べ弓〃 f1L

郷火桝,il(II'1鮓家)｣館跡と推定されている。阿

蘇氏は、IIi代において阿蘇谷に本拠地を瞬い

ていたが、'|1 lltに至り肥後IKI '|1央部への勢ﾉJ

拡人をはかる||的から本拠地移動を行なったc

{1.1ﾘj海にIIII:紬する''1川l･流域に位i侭し、ll l街

道|.にある本辿跡は、交迪の利便性から絶好

の'従地条件を持ったと思われる。追跡からは、
6オ剣

|;!1鮮家の機II#を説わせるような多数の柵州iミ

建物跡と火IItのilim人l糊磁器が冊kし、そのII1
1－ 片‘fL

心'1りな処物からは地鋏のl l的でjll!められたと
1 1 ＊"1 上 ･〕‘『ぃ5 了一 ｣ 3

忠われる磁州窯系鉄絵戒が定形で{|川した。

蕊倉･室町

▲磁州窯系鉄絵壷出土状況(写真は東より）

川原石で作った礎石建物のほぼ中心部の土壌より出土口を南側に

向け､壷を横に寝せた状態で埋められていた"中に宋銭を5枚ほど入れ

たうえ､口を布か紙のようなもので密閉してあり､建物の地鎮の目的で

埋設されたものと思われる

(水野繩郎）
SBO1b

遺跡南側に検出された遺棡で､礎石建物跡遺構全体が

検出されていないが短辺95m､長辺95m(+cY)の長方

形のプランを持つものと思われる周囲には側溝を持ち、

内側には黄色土を使った簡易な基壇が確認できた中央

は磁州窯系鉄絵壺

祇園遺跡空中写真

1600㎡の調査区には掘立柱建物跡が36棟礎石建

物跡が1棟竪穴式住居跡2基溝5条､井戸2基土曠
15基の遺構が検出された特に調査区南側には大型

建物が集中し､柱穴底部に平石〈礎盤)を敷く構造が特
徴的である
▼

《
室
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室田丁時代(南北朝期）
く
ら
ん
じ
よ
う

蔵
城
跡

~

戯城跡は、球磨川と川辺川との合流点から

5キロイ',! l-旅の球磨川北岸の独ifl正陸上に'X

地している。この丘陵は''1火がくぼみ、東側

と'jⅧ11に商台がある東Ijwに災い地形で、下の

道路からの11,ﾙさが30mと比較的低い庇|礎だが、

シラス'茄陵のため斜1m祁の伽斜はかなり鋭く

なっている。この丘陵|茜には｢戯城｣という'了：

緒が残され、II! lltl l l城の存ｲ12を典付けていた。

過去の,淵介では東側間台に棚IIMi雌物跡3棟
二 ザ妙昭

やl鼎などが確認され、さらに例'11の,淵介で
￥ j‐

もIIﾘ側II.ﾙ台に棚i拉柱建物跡’棟、柵跡や谷部

を効果的に取り込んだ曝堀跡が新たに確認さ
牡 ！ き 従‘‘ 、:｡ ‐ 』4,し

れている。世物も存磁器や南宋銭などの舳蛾
二 ・$↓

IIII!をはじめ｜Ⅲ器、凡器、すり鉢、 l純など

一一－一一 -,ー ‘
ｰ

~一

（
球
磨
郡
錦
町
大
字
木
上
）

鎌倉宣町

▲北東方向から眺めた蔵城丘陵

校庭の右上が蔵城跡上方に見えるのが球磨川でその両脇に水
田が広がる右斜め上の方向に相良氏の本拠地の人吉市がある

▼近世の墓所

17世紀頃から18世紀前半の墓所,計25基の墓穴が見つかるゞ副葬

品の中には､中国産の磁器や青銅製の蓋などをはじめ国産磁器士

が兄つり、ほかに繩文時代、!II"塒代の遺物…師皿｢軍勢宝｣な学蜜崎堅笠

や近11tの迩物・遺構も確認されている。

（矢野裕介）

垂令

"麹

■
蕊＃

～

蛾押
へで、． 噸

晩と

癌

蕊
テ

嘩中唖瀞
〕

J ●、葺畿0> ･’濁りも

〃 罰

《j’ ノ
a

雷
？

，〉 ‐

蕊
dG

9

も
●

式

Q

髄,磯貞
〕

~

皇薑羅7

凶

蕊一
＝

識

圭司､凸

潔

▲掘立柱建物跡と柵列

西側高台で見つかった建物(2間*4間）建物に平行して上辺と左辺に柵列が並ぶこの高台から西を一望できることから
この建物は見張り小屋であったと思われる青磁器･土師器.土錘が見つかっている

~

69



室田丁時代～』安土才兆山時代

田
中
城
跡
宝
名
郡
三
加
和
町
大
字
和
仁
字
古
城
）

た
な
か
じ
よ
う

機に始められた発掘調査も12年月を終了し、

城の様fが徐々に解明されてきた。その結果、
64 』たで嘘Lらたてもv〕

主郭では14棟の掘立柱建物、現地表から約6
か弧鍾l)

mド方でようやく底が確認された空堀などが

確認されたが、平成3年度からは平成元年に

lll l l県立文書節で発兄された『辺春・和仁仕寄

陣取図｣と対比させながらの調査を行ない、連
と舟しき華がやあじ 階人L占キ4. しき

棟式長屋跡・「弾正僅敷跡｣と言い伝えがある

場所からは、井戸跡が確認されひとつの生活

域であったこともわかった。 （黒田裕司）

和仁川流域には水I]l地帯が発達し、これを
ぜ＝，と歯う

臨むような舌状台地が符所に突き出している。

この城跡の場合、台地の尾根を人[的に断ち切

ることにより独･厳させ、城郭を形成している。

lll巾城跡は和仁--.族の)苫城で歴史上に發場
ひろせもんLk jLさおみ

する確実な史料は廣瀬文沓:の勝応ミ年(1340)の
あんこく し えlヤL・

記事で、落城は杣留水文替にある安'悪|寺忠瓊
与． 基象J）まき

が佐々成政に宛てた書状によって犬'剛八年

(1587) |-~:)1:/il lということになる。

l1"1161年4jjに県指定史跡となったのを契

鎌倉･室町

､

ｑ
■

霞．

▲東側から見た田中城跡全景

町 自ぐ

一全一＝一三＝一二雪一宇デーーーーーー一 、

；㈱職遷雲り‐

雲簔
マツ

脅
一些_皇."2－ ‐ ‐‐_蓋

▲|､辺春和仁仕寄陣取図（山口県立文書館蔵・

毛利家文庫絵図892)田中城の攻撃状況を表し丈

絵図。周囲の陣には、小早川秀包･安国寺恵瓊
一一声誌公園壷一奉坐- 1 1へ今止卦‐→｛

一 立花宗茂･鍋島直茂などの名が見える

▲平成9年度の調査で確認された｢やぐら跡｣と思われる柱穴絵図と現況を対比して推定した
場所の調査で確認され‐絵図の信惣性が高まった





安土桃山日寺代～江戸時代

佐
敷
城
跡
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葦
北
郡
芦
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町
大
字
佐
敷
字
下
町
鷺
の
！
ほ
か
）

さ
し
き
じ
よ
】
つ

〃,§救城は、佐敬地区のIILi側、イノ,§蚊川とi搦浦
’，‘4’1

川に挟まれた述統丘陵の-|上端、辿称｢城lll｣に
3 ' 堂 1

'X地する。城は16111紀後1《にI朧朧断It氏へ

の戦II1舟拠点として築かれた後、激嘆の改修を

受け城郭として終111iされていく。しかし、17111:
k 一 ％ 『 オ ．

;Jlii,li(ﾉ鮒|ﾉ心ｲli ･ 1615ｲlt) l '<I 城令により城

は壊され、その後ｲi虹の部は佐敬川の堤防

|:'l;などに使われたという。

、ド成3ｲ|ﾐから発側|柵介によ()、総ｲI加造I)

の近llt城郭であることが､|1Iﾘ』し、礎ｲiを伴っ

た人規棋なl'11跡や火1i1:の凡が川Iした。また

〃iされたｲi伽のIWI部や、収I)除かれたｲi段、
』八．t L

積みimなった凡の|､~にj.窟にli'fかれた鬼凡な

どから城の壊しﾉj(破城)の爽態を窺いfllるこ

とかできる。 （深川桁・）

勇ェ戸

▲追手門内の瓦の出土状況

門内からは建物の柱をのせる礎石､大量の屋根瓦が確認された瓦を
ﾄ f ざ

取り除くと排水溝が見つか叺満底から｢天下泰平国土安穏｣銘入鬼
瓦が出土した

鏑
型
■
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ウ
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田
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▲｢天下泰平国土安穏｣銘入鬼瓦と出土状況
「天下泰平～｣銘入鬼瓦は縦255cm横36.5cmの大きさで追手門上に飾られていたと推定され､字体や使用法などから加藤家と関係ある高僧の
作と考えられる現在.この文字入ﾚﾉの鬼瓦の出土例は他にない一

〆
～ ‐一



q｢桐紋入鬼瓦」
縦40cm横69cmの巨大を鬼瓦桐紋は花の数が多

く豊臣秀吉が家紋として使用した太閤桐である
当時は特に許されたものだけが使用できた
発掘調査により桐瓦と文字瓦は大量の瓦の下に
丁寧に置かれていた2枚の瓦は特別の扱いを受
けていたようで破城の際に取り行なわれる儀式の
存在が推測される

舟
ｌ
、
、

A

、
を

、 ワ

易工戸

、

「
４
Ｊ

′ ＝

I

▲釘抜紋$?ﾉ鬼瓦と軒丸軒平瓦

釘抜紋鬼瓦は城代加蒋重次の家紋をかたどったものと考えられる

また軒平瓦は2種類､軒平瓦は5種類が確認されている
競瓦レ

非常にユーモラスな表情をしている

<佐撒城遠景

本丸･二の丸･三の丸が南東

方向に階段状に配置される連

郭式の縄張ﾄﾉである

-－

叉3
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出土遺跡名 名 称 点数 時代 所有・保管者

石の本遣跡 局部磨製石斧 1 旧石器時代 熊本県教育委員会

〃 局部磨製石斧刃部片 3 〃 〃

〃 ナイフ形石器 5 〃 〃

〃 狸谷形ナイフ形石器 8 〃 〃

〃 三稜尖頭器 1 〃 〃

〃 原ノ辻型台形石器 4 〃 〃

〃 敲石 1 〃 〃

〃 接合資料 9 〃 〃

小 浜 遺 跡 阿高式土器 2 縄文時代後期 五木村教育委員会

〃 並木式土器 1 〃 〃

鶴羽田遺跡 土偶 1 〃 〃

〃 注口土器 1 〃 〃

〃 石棒 1 〃 〃

〃 十字型石器 3 〃 〃

五丁中原遺跡 甕 1 弥生時代後期 熊本市教育委員会

〃 壷 1 〃 〃

〃 複合口縁壺 1 〃 〃

〃 鍔付鉢 1 〃 〃

〃 ジョッキ形土器 1 〃 〃

〃 深鉢 1 〃 〃

〃 浅鉢 2 〃 〃

白藤遺跡6次調査 青銅鋳型 1 弥生時代中期 熊本市教育委員会

〃 鋳形石膏型 2 〃 〃

〃 勾玉 1 〃 〃

水源地遺跡3次調査 青銅鏡 1 古墳時代 〃

〃 鉄製刀子 1 〃 〃

柳 町 遺 跡 組み合わせ式ねずみ返し 1 古墳時代 熊本県教育委員会

〃 鳥形木製品 1 〃 〃

〃 素弓 1 〃 〃

〃 鍬 3 〃 〃

〃 組み合わせ先鍬 1 〃 〃

〃 組み合わせ式二又鍬 1 〃 〃

〃 横づち 1 〃 〃

〃 剣形木製品 1 〃 〃

〃 紡錘車 一式 〃 〃

〃 鋤 1 〃 〃

〃 ねずみ返し 1 〃 〃

〃 脚付盤 1 〃 〃

物見櫓古墳 垂飾付耳飾り 1 古墳時代中期 竜北町教育委員会

中 ノ城古墳 埴輪(円筒） 1 〃 〃

木柑子高塚古墳 石人 4 古墳時代後期 熊本県教育委員会

一ノ谷横穴墓群 彩釉壷 1 〃 熊本市教育委員会

椿 原 古 墳 甕 1 古墳時代終末 宇土市教育委員会
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出土遺跡名 名 称 点数 時代 所有･保管者

椿 原 古 墳 高杯 3 古墳時代終末 宇土市教育委員会
〃 高杯蓋篝 1 〃 〃

〃 台付長頸壺 1 〃 〃

〃 台付短頸壺 1 〃 〃

〃 短頸壺 1 〃 〃

〃 砲 2 〃 〃

〃 高台付椀 1 〃 〃

〃 杯 1 〃 〃

〃 椀 1 〃 〃

鞠 智 城 跡 軒丸瓦 1 奈良時代 熊本県教育委員会
〃 丸瓦 2 〃 〃

〃 平瓦 2 〃 〃

〃 丸瓦(復原） 1 〃 〃

〃 平瓦 1 〃 〃

国分寺8次調査 軒丸瓦 1 奈良時代 熊本市教育委員会
〃 軒平瓦 1 〃 〃

二本木遣跡群12次調査 男根形甑把手 1 平安時代 〃

〃 土馬 1 〃 〃

池 辺 寺 鬼瓦 5 平安時代 熊本市立熊本博物館

皮籠田A窯跡 須恵器壷 2 平安時代 荒尾市教育委員会
〃 〃 高台付椀 1 〃 〃

〃 杯古
同

″ 3 〃 〃

〃 〃 杯 2 〃 〃

〃 〃 蓋 4 〃 〃

〃 〃 皿 1 〃 〃

塔 ノ 本遣跡 越州窯青磁水注 1 平安時代 植木町教育委員会

祇 園 遺 跡 磁州窯壷 1 鎌倉・室町時代 熊本県教育委員会
－

－ 本木前遺跡 白磁椀 3 〃 〃

〃 白磁皿 1 〃 〃

〃 土師器 1 〃 〃

今古閑・久保遺跡 黄釉褐彩貼付水性片 2 鎌倉・室町時代 植木町教育委員会
〃 軽石製品 6 〃 〃

ヲ ス ギ遣跡 椀 2 〃 〃

〃 皿 4 〃 〃

田 中 城 跡 天目茶椀 2 安土桃山時代 三加和町教育委員会
〃 白磁椀 2 〃 〃

〃 染め付け皿 2 〃 〃

〃 鉄砲玉 10 〃 〃

〃 土師器小皿 5 〃 〃

佐 敷 城 跡 文字入り鬼瓦 1 〃 芦北町教育委員会
〃 太閤桐鬼瓦 1 〃 〃

〃 隅立角紋入鬼瓦 2 〃 〃

〃 鮠 1 〃 〃



壬（写真｡図録目録

撮影・提供先遺跡名番号 表 題

石の本遣跡熊本県教育委員会1 空から石の本遺跡全景

2 1日石器遺物出土状況 〃
〃

″
〃

3 〃

4 局部磨製石斧出土状況(遠景） 〃 〃

(近景）
〃属

、ノ

〃〃

狸谷型ナイフ形石器出土状況 〃
〃

６
７
８
９

三稜犬頭器出土状況 〃

跡五木村教育委員会
里
皇

、
「
八小 浜上流対岸から見た小浜遺跡

遺跡調査風景

10 土偶出土状況
〃ク

鶴羽田遺跡熊本県教育委員会空から見た鶴羽田遺跡11

12 1号住居跡の検出状況
〃

〃
〃

石棒出土状況３
４
５
６
７
８

１
１
１
１
１
１

土偶出土状況
〃〃

注口土器出土状況
〃〃

遺跡西原村教育委員会ぬ き や

〃

江戸時代水路状遣溝

古墳時代の住居跡
〃

跡熊本市教育委員会神 水
唾
壜遺構配置図

19 溝で区画された甕棺墓群 ″
〃

〃

一一一一一岩一一一一一

20 甕棺内人骨出土状況
〃

前原長溝遺跡菊水町教育委員会弥生時代の墳丘蟇

弥生人骨

21

22

－

〃〃

〃

23 甕棺
〃

人工変形頭蓋(前面より）
〃〃

24

25

26

－
－

口一十

五

人工変形頭蓋(側面より）
〃〃

丁中原遣跡熊本市教育委員会牢から見た万丁中原潰跡
〃

小型佑製鏡
〃

27

28

29

↓÷

〃

巴形銅器
〃

’

〃

4

〃

環壕跡
〃

30 掘立柱建物跡
〃

｜
’

＋
〃

3号墳
〃

〃

3号墳周溝内蟇曠

1梅 ノ 木遣跡熊本県教育委員会空から見た梅ノ木遣跡

竪穴住居跡群
〃

″
〃

大型住居跡
〃

－ q

壷棺出土状況

卜
〃

〃

木棺墓出土状況
〃

〃

出土石器類

出土鉄器類

〃ｒ
Ｌ

令

〃〃

跡熊本市教育委員会
唾
壜藤白発掘調査風景

〃

IV区21号土曠出土銅矛
〃

二出土鋳型(切先）

出士鋳型(湯口）

〃〃

42 IV区
－

〃〃
IV区３

４
５

４
４
４

■

〃

甕棺出土状況 〃
〃
″

lll区39号土曠(土曠蟇）
〃

IV区20号土曠６
７
８

４
４
４
||区27号土曠出土動物遺体

’
〃

||区5号井戸
〃

方保田東原遺跡山鹿市教育委員会遺跡全景49

50
〃

平成7年度調査全景 ″
〃
地

｡

51 平成8年度調査出土の内行花文鏡

遺跡熊本市教育委員会水源52 木棺墓検出

53 石棺検出状況
〃

割抜式木棺検出状況
〃〃

４
５
６
７
８

５
５
５
５
５

|熊
I

跡熊本県教育委員会遣柳 町調査地の遠景

各調査区の様子
必〃

〃

嶌形木製品と平鍬
〃

4号井戸跡
〃〃

59 1号木製短甲の出土の様子
〃〃

77

遺跡

32

33

8
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番号 表 題 遺跡名 撮影・提供先

60 1号木製短甲と附属棒状留具 柳 町 遺 跡 熊本県教育委員会

61 棒状留具 ′ 〃

62 棒状留具の文字 〃 〃

63 大型土塁内出土の古代の遺物 〃 ク

64 大型十塁 〃 〃

65 16号井戸(調査VII区） 〃 〃

66 空から見た上松山遺跡(第1次調査） 上松山遺跡 宇土市教育委員会
67 空から見た上松山遺跡 〃 〃

68 4号方形周溝墓 〃 〃

69 竪穴住居跡から出土した土師器 〃 〃

70 周溝からの遺物出土状況 〃。 〃

71 赤色顔料を入れた土器 〃 〃

72 南東に開口する複室の横穴式石室 物見櫓古墳 竜北町教育委員会
73 空から見た物見櫓古墳 〃 〃

74 金銅製垂飾付耳飾り " 〃

75 空から見た迎原西遺跡 迎原西遺跡 城南町教育委員会
76 県内最古の竈 〃 〃

77 県内最古の竃付の住居跡の検出状況 〃 〃

78 小塚古墳(写真左手は経塚古墳） 小 塚 古 墳 天水町教育委員会
79 壷形埴輪 〃 〃

80 石人1出土状況(北より） 木柑子高塚古墳 熊本県教育委員会
81 石人出土状況(南より） 〃 〃

82 調査区完掘状況(西より） 〃 〃

83 最終閉口時に祭祀を行っている つつじヶ丘横穴墓群 熊本市教育委員会
84 〃 〃

85 〃 〃

86 〃 〃

87 横穴墓群全景 瀬 戸 口横穴墓群 熊本県教育委員会
88 空から見た－ノ谷横穴墓群 －ノ谷横穴墓群 熊本市教育委員会
89 46号横穴墓検出状況 ′ 〃

90 無頸壷出土状況 〃 〃

91 副葬品の鉄錨と刀子 荻迫横穴墓群 西合志町教育委員会
92 副葬品の金環と様々な玉類 〃 〃

93 空から見た横穴墓群 〃 〃

94 横穴墓入口の閉塞石 ” 〃

95 前庭部の遺物出土状況 〃 〃

96 前庭部の遺物出土状況 〃 〃

97 横穴墓から出土したいろいろな土器 〃 〃

98 空から見た椿原古墳 椿 原 古 墳 宇土市教育委員会
99 空から見た椿原古墳(垂直写真） 参 〃

100 主体部割抜玄門 〃 〃

101 出土遺物 〃 〃

102 空から見た鞠智城跡 鞠 智 城 跡 熊本県教育委員会
103 池跡より出土した木簡 〃 〃

104 軒丸瓦(軒の先端に葺く丸瓦)の瓦当(文様のある部分） 〃 〃

105 池跡から見つかった建築材 参 〃

106 〃
〃 〃

107 〃
〃 〃

108 地業を平面で検出した状況 国 分 寺 跡 熊本市教育委員会
109 地業版築造断面 〃 〃

110 出土した国分寺創建に使われていた軒丸･軒平瓦 〃 ”

111 国分寺伽藍推定範囲 〃 〃

112 素文鏡出土状況 二本木遺跡 熊本市教育委員会
113 胴体部分の破片出土状況 〃 〃

114 陽物形の土器把手 〃 〃

115 遺跡の現況(百塚C地区） 池 辺 寺 跡 熊本市教育委員会
116 基堀建物群と石塔群 〃 〃

117 基壊建物群 〃 ′

118 本堂建物背後の溝 〃 〃
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番号 表 題 遺跡名 撮影・提供先

119 石塔 池 辺 寺 跡 本市教育委員会

120 出土した鬼瓦 〃 〃

121 金子塔 〃 〃

122 灯明皿を大愚に投棄した土壌 〃 〃

123 うその谷1号瓦窯跡
一

つ その谷窯跡 八代市教育委員会

124 1号瓦窯出土軒丸瓦 〃 〃

125 1号瓦窯出土軒平瓦 〃 〃

126 うその谷2号瓦窯 〃 多

127 うその谷3号炭窯 〃 〃

128 遺跡の全景 皮寵田A窯跡 荒尾市教育委員会

129 窯と灰原 〃 秒

130 窯全体 〃 ”

131 9704調査地点の調査区全景 熊本大学構内遺跡 熊本大学埋蔵文化財調査室

132 同地点で検出された謹棺墓 〃 〃

133 9601調査地点(本庄遺跡)検出の道路遺構 本 庄 遺 跡 〃

134 同地点の｢杉本寺｣銘へラ書き土器出土状況 〃 〃

135 勝福寺航空写真 勝福寺古塔碑群 深田村教育委員会

136 敷石の分布 〃 〃

137 敷石遺構検出状況 〃 〃

138 遺跡全景 ヲ ス ギ週跡 植木町教育委員会

139 5区1号木棺墓(南から） 〃 〃

140 ナゾの全銅製品 〃 〃

141
Ⅱ■■

ノﾐ』官墓出十十器 〃 〃

142 青磁水注(中国越州窯） 塔 ノ 本遺跡 植木町教育委員会

143 水注出土状況 〃 〃

144 3区1号木棺墓 〃 〃

145 遺跡全景 今古閑久保遺跡 〃

146 黄釉褐彩貼付文水注片 〃 〃

147 多 参考図 〃 〃

148 銅椀片 〃 〃

149 青磁片 〃 〃

150 軽石製ﾐニチュア 〃 〃

151 馬人 吉部原遺跡 〃

152 遺跡全景 〃 〃

153 縄文早期集石検出状況 灰 塚 遺 跡 熊本県教育委員会

154 屋敷墓検出状況 〃 〃

155 空から見た灰塚遺跡 〃 〃

156 いろいろな矢じり･石さじ 西 原 遺 跡 相良村教育委員会

157 空から見た西原遺跡 〃 〃

158 出士した腕 〃 〃

159 平安時代の墓 〃 〃

160 墓の想像図 〃 〃

161 磁州窯系鉄絵壷出土状況 祇 園 遺 跡 熊本県教育委員会

162 SBO1(建物検出状況） 〃 〃

163 空から見た祇園遺跡 〃 〃

164 東側から見た田中城跡 田 中 城 跡 三加和町教育委員会

165 ｢辺舂･和仁仕寄陣取図｣(山口県立文書館蔵） 秒 〃

166 平成9年度の調査で確認された｢やぐら跡｣と思われる柱穴 〃 〃

167 北東方向から眺めた蔵城丘陵 蔵 城 跡 本県教育委員会

168 掘立柱建物跡と柵列 〃 〃

169 近世の墓所 〃 〃

170 追手門内の瓦の出土状況 佐 敷 城 跡 芦北町教育委員会

171 ｢天下泰平国土安穏｣銘入鬼瓦と出土状況 〃 〃

172 ｢桐紋入鬼瓦」 〃 〃

173 釘抜紋鬼瓦と軒丸･軒平瓦 〃 〃

174 鱸瓦 〃 〃

175 佐敷城跡遠景 〃 〃
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